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議会報告・意見交換会を開催したので、その概要を下記のとおり、報告します。  

 

記 

１ 

日      時 
  令和７ 年 １ 月 １９ 日（日） １０時～１２時      

 

２ 

会      場 
天童市総合福祉センター 

 

３  意見交換の

テーマ 
福祉・子育て支援について 

 

４  意見交換の

内容 

（議会・議員及び

市政に対する

意見、提言、要

望等） 

市 民 議 員 取扱 

① ドモスについて 

 免許返納者も増えている。 

タクシー券もそうだが、申請の際

も、役所に行かなければならず、大

変だという声がある。もっと使いや

すくしてほしい。 

 

西川町などはタブレット式にな

っているが、高齢者が使いやすい方

法も考えてほしい。スマホも使いこ

なせない人がいる。 

地域の人と人との関わりで、高齢

者にスマホを教える機会があって

もよいのではないか。 

 

 

スマホの使用できるか否

かに関わらず、もっと気軽

に利用できる方法を考え、

誰も取り残さないような

方法の申し入れをおこな

っていく。 

デジタルの方にシフト

していかなければならな

いと考えているが、その時

期を見極め検討していく。 

 

②  



② こども食堂(地域食堂) 

開催場所や日数を多くできない

のか。本当に必要な人にいき渡って

いない。現在は５か所、ひと月に１

回程度の開催。食事だけでなく、宿

題を教えたり、利用している子ども

たちから詳しく状況を聞けたりで

きる貴重な場所（特に長期休み）。 

夏休み終わったあとに痩せてい

る子どもがいるのを実感として感

じている。親の問題はどうあれ子供

に罪はないので、団体の立ち上げ支

援など行政でお願いしたい。  

 

こども食堂は行政で関わ

っている事案ではない。あ

くまでも個人、ＮＰＯ団体

で運営されている。 

議会として、こども食堂

を行っている方々から意

見を頂きながら、より具体

的な支援方法を検討して

いく。 

              

①  

③ 部活動の地域移行について 

来年以降活動が、部活動としては

なくなると聞いた、あとは外部に委

託されると聞いている。先生の働き

方改革が主な理由と聞いているが、

そこに通える児童はいいが、送迎な

どの問題で格差がでてしまわない

か心配している。 

送り迎え不可など、親の状況によ

って子どものおかれる立場が違っ

てしまうことを懸念している。 

部活動は人間関係育成の部分、ク

ラブチームなどはスポーツを競技

としてとらえている部分（技術の向

上）があり、目的が少し異なってく

ると思う。それぞれのニーズにあっ

た地域移行を考えてほしい。 

 

地域移行に関しても、成

績を優先するクラブや仲

間づくりを優先するクラ

ブがこれからでてくると

思うが、現在そこまでの話

はでていない。市としてこ

れから支援していかなけ

ればならない部分が何な

のかしっかりと見極めて

いく。よりよい地域移行に

なるようこれから対応し

ていく。 

①  



④ 子どもが安心して過ごせる居場

所づくり 

学童に通ってない子どもの放課

後の居場所がない。学童という場所

で、学童に通っていない地域の子供

たちのことも面倒が見られるよう

な形を考えられないか、また、自分

たちの地区に子どもたちが集まれ

るような場所があるといい。 

 

 

 

学校教育では教えられ

ない、学ぶことができない

ことを学ぶことができる

場所作りは必要。地域全体

で作れればいい。 

 

①  

⑤ 学童指導員の人材不足と学童の

統一運営 

正規職員とパート職員が半々だ

が、夜も７時まで勤務という時間の

制約、給料の問題などでやめていく

人も多い。初任給１５万４千円を提

示すると、募集はゼロだ。保護者に

費用負担を強いることはできない。 

 現状を知っていただきたい。 

就職説明会などのアピールの機

会がほしい。 

 

 

 

商工会議所などの就職

説明会のほかにも、中学生

に対する仕事説明会をお

こない、将来天童に戻って

きたときに天童で仕事を

してもらうための動機付

けをしている。 

学童もなるべく早急に

一本化し効率よく人材を

動かしやすくする必要も

ある。 

 

②  

⑥ 障がい児の子育て対策 

学童と放課後デイサービスを併

用している方が各学童に何人かい

る。デイサービスの時間が１７時ま

でという制約や、そもそも施設が少

ないために、夕方１７時から１９時

まで学童に預けることもある。保護

者が働きやすい環境づくりのため

にも、デイサービスを利用しやすい

対策（施設数を増やすなど）をして

ほしい。長期休みの時は、学童→デ

 

デイサービスは民間の

施設になるので、市ででき

ることとすれば、デイサー

ビスを経営している事業

者を誘致するような対応

が必要。 

児童が減っていくなかで、

将来的には学童で障害児

も預かることができるシ

ステムをつくる必要があ

① 



イサービス→学童といった、お迎え

時間に合わせた利用になるため、

（デイサービスを利用する児童は、

環境の変化に敏感な児童であるこ

とが多く）児童のためにいいことで

あるとは思えない。 

るのではないか。 

 

⑦ ヤングケアラー問題 

兄弟が障がいをもつ児童で、その

お迎えをするために、小学生が学童

をやめて家で待機せざるを得ない

など、ヤングケアラーの事案が発生

している。実態調査、相談場所の設

置などお願いしたい。 

社会福祉課、子育て支援課、など

あるが窓口がよくわからない。ワン

ストップ窓口があるといい。 

 

 

みえないヤングケアラ

ーの実態を調査する必要

がある。 

議会として、ワンストッ

プ窓口の設置など提案、対

策を考えていく。 

① 

 


